
(57)【要約】

【課題】　煩雑な作業を行うことなく、リークを検出可

能な内視鏡を提供する。

【解決手段】　温度センサと湿度センサとを備え、内視

鏡内部の湿度をモニタする湿度モニタ手段と、湿度モニ

タ手段を機能させる電源を供給する蓄電手段と、湿度モ

ニタ手段のモニタ結果に応じて異常を通知する異常通知

手段と、を備え、湿度モニタ手段は、所定の温度以上に

おいて、湿度が所定の値以上となった場合に、当該内視

鏡にリークがあるものと判定し、異常通知手段に異常を

通知させることを特徴とする内視鏡を提供する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 温 度 セ ン サ と 湿 度 セ ン サ と を 備 え 、 内 視 鏡 内 部 の 湿 度 を モ ニ タ す る 湿 度 モ ニ タ 手 段 と 、
　 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 を 機 能 さ せ る 電 源 を 供 給 す る 蓄 電 手 段 と 、
　 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 の モ ニ タ 結 果 に 応 じ て 異 常 を 通 知 す る 異 常 通 知 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 は 、 所 定 の 温 度 以 上 に お い て 、 前 記 湿 度 が 所 定 の 値 以 上 と な っ た 場
合 に 、 当 該 内 視 鏡 に リ ー ク が あ る も の と 判 定 し 、 前 記 異 常 通 知 手 段 に 異 常 を 通 知 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 異 常 通 知 手 段 に よ る 通 知 を 解 除 す る リ セ ッ ト 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 常 通 知 手 段 は 、 異 常 を 、 当 該 内 視 鏡 の 外 装 部 の 所 定 の 位 置 に 備 え ら れ た 表 示 手 段
の 表 示 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 所 定 の 位 置 は 、 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ と
の 接 続 部 分 で あ る コ ネ ク タ 付 近 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 は 、 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ
サ へ 提 供 さ れ る 当 該 内 視 鏡 固 有 の 情 報 を 管 理 す る 管 理 手 段 が 含 ま れ る チ ッ プ 内 に 含 ま れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を
前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と 、 前 記 蓄 電 手 段 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 前 記 湿 度 モ ニ
タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と を 切 り 替 え る 機 能 を 有 す る 電 源 監 視 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 源 監 視 手 段 は 、 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給
す る 状 態 に お い て 、 当 該 電 源 を 前 記 蓄 電 手 段 に 供 給 す る と 共 に 前 記 蓄 電 手 段 を 充 電 す る 機
能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 源 監 視 手 段 は 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 当 該 内 視 鏡 が 接 続 さ れ て い る 場 合 に 、 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る
電 源 を 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と し 、
　 前 記 プ ロ セ ッ サ と 当 該 内 視 鏡 の 接 続 が 解 除 さ れ て い る 場 合 に 、 前 記 蓄 電 手 段 か ら 供 給 さ
れ る 電 源 を 前 記 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 等 の 滅 菌 装 置 に よ り 滅 菌 処 理 さ れ る 内 視 鏡 の 劣 化 を 検 出 す る
た め の 機 能 お よ び そ れ を 備 え る 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 の 内 視 鏡 は 各 患 者 へ の 使 用 毎 に 洗 浄 ・ 消 毒 若 し く は 滅 菌 処 理 が 行 わ れ る 。 内 視 鏡
に 対 す る そ れ ら の 処 理 は 院 内 に お け る 感 染 症 等 を 防 止 す る た め に 必 要 不 可 欠 で あ る 。 内 視
鏡 の 洗 浄 消 毒 ・ 滅 菌 処 理 に は 、 例 え ば 、 専 用 の 内 視 鏡 用 洗 浄 消 毒 器 や 、 高 圧 蒸 気 滅 菌 （ オ
ー ト ク レ ー ブ ） 装 置 や Ｅ Ｏ Ｇ （ エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス ） 滅 菌 装 置 等 が 使 用 さ れ る 。 こ れ
ら の 装 置 で は 、 装 置 の 種 類 や 使 用 環 境 （ 例 え ば 、 各 国 の 医 療 関 係 の 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン 、
内 視 鏡 の 使 用 頻 度 や 病 院 の 方 針 等 ） に よ っ て 、 そ の 処 理 条 件 （ 使 用 ガ ス 、 温 度 、 湿 度 、 時
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間 、 圧 力 等 ） は 多 か れ 少 な か れ 異 な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 オ ー ト ク レ ー ブ の 処 理 温 度 条 件 は 、 使 用 環 境 に よ り 異 な る が 、 一 般 的 に は １ １ ５ ℃ か ら
１ ３ ８ ℃ 程 度 の 範 囲 で 設 定 さ れ る 。 ま た 、 処 理 時 間 条 件 は 、 ３ 分 か ら ６ ０ 分 程 度 の 範 囲 で
設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 一 般 的 な プ レ バ キ ュ ー ム タ イ プ の オ ー ト ク レ ー ブ 装 置 は 、 内 視 鏡 を
収 容 し た 滅 菌 室 内 を 減 圧 状 態 に す る プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 と 、 そ の 後 に 滅 菌 室 内 に 高 温 高 圧
蒸 気 を 送 り 込 ん で 滅 菌 を 行 う 滅 菌 工 程 と が 含 ま れ る 。 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 は 後 の 滅 菌 工 程
の 際 に 内 視 鏡 の 細 部 に ま で 高 温 高 圧 蒸 気 が 行 き 渡 る よ う に す る た め の 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う な オ ー ト ク レ ー ブ に 対 応 し て い る 内 視 鏡 に は 、 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 時 の 減 圧
に よ る 内 視 鏡 の 破 損 を 防 止 す る た め 、 内 視 鏡 の 所 定 の 位 置 に 圧 力 調 整 用 の 逆 止 弁 が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 逆 止 弁 は 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 内 視 鏡 外 部 と 同 等 な い し は 低 い と き に 閉 じ
た 状 態 で あ り 、 内 視 鏡 内 部 を 密 封 し 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 が 内 視 鏡 外 部 の 圧 力 よ り も 高 い と
き に 開 い た 状 態 と な り 、 内 視 鏡 内 部 を 内 視 鏡 外 部 に 対 し て 開 放 す る 機 能 を 有 す る 弁 で あ る
。 こ の 逆 止 弁 を 備 え る こ と に よ り 、 内 視 鏡 内 部 は 、 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 に お い て 滅 菌 室 が
減 圧 さ れ る と 共 に 減 圧 さ れ 、 滅 菌 室 内 と ほ ぼ 同 様 の 圧 力 と な る 。 し た が っ て 、 オ ー ト ク レ
ー ブ 対 応 の 内 視 鏡 は 、 プ レ バ キ ュ ー ム 工 程 時 に お け る 減 圧 に よ る 内 視 鏡 の 破 損 を 防 止 す る
構 成 を 有 し て い る 。 ま た 、 滅 菌 工 程 で は 、 滅 菌 室 内 に 高 温 高 圧 蒸 気 が 送 入 さ れ る た め 、 内
視 鏡 内 部 よ り も 滅 菌 室 の ほ う が 圧 力 が 高 く な る 。 そ の た め 、 滅 菌 工 程 時 は 、 逆 止 弁 は 閉 じ
た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に よ り 、 逆 止 弁 か ら の 高 温 高 圧 蒸 気 の 流 入 を 防 止 し て い る 。 （ 参
考 ： 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ０ ５ ７ ４ ７ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 オ ー ト ク レ ー ブ で は 、 内 視 鏡 を 減 圧 や 高 温 高 圧 蒸 気 の 環 境 下 に 置 く た め
、 そ の 熱 、 圧 力 、 湿 気 等 に よ り 、 内 視 鏡 は 少 な か ら ず 負 担 を 受 け る 。 オ ー ト ク レ ー ブ を 繰
り 返 し 行 う と 、 内 視 鏡 の 外 装 部 材 は 、 繰 返 し 荷 重 に よ る 疲 労 、 加 水 分 解 等 に よ る 脆 化 、 ゴ
ム 部 材 の 劣 化 等 が 起 こ る た め 、 結 果 と し て リ ー ク が 発 生 し 、 高 温 高 圧 蒸 気 が 内 視 鏡 内 部 に
入 り 込 む と い う 問 題 が 生 じ る 。 内 視 鏡 に リ ー ク が あ る 状 態 で 、 オ ー ト ク レ ー ブ を 繰 り 返 し
行 う と 、 内 視 鏡 内 部 に 入 り 込 ん だ 高 温 高 圧 蒸 気 は 、 電 子 回 路 の イ オ ン マ イ グ レ ー シ ョ ン 、
金 属 部 材 の 酸 化 、 固 体 潤 滑 剤 （ 二 硫 化 モ リ ブ デ ン 等 ） の 固 化 等 を 引 き 起 こ す 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の よ う な 事 情 か ら 、 従 来 よ り 、 内 視 鏡 の リ ー ク を 検 出 す る 機 能 を 備 え た 様 々 な 装 置
が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ポ ン プ を 用 い て 内 視 鏡 内 部 に エ ア を 送 出 し
て 、 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 内 部 の 空 気 漏 れ を 検 出 す る 機 能
を 備 え た 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 ３ １ １ ７ ２ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 視 鏡 の 日 常 的 な メ ン テ ナ ン ス に は 、 洗 浄 ・ 消 毒 ・ 滅 菌 、 保 管 等 様 々 な 作 業 が 含 ま れ る
。 そ の よ う な メ ン テ ナ ン ス 作 業 は 、 作 業 内 容 が 簡 単 で あ り 、 且 つ 作 業 工 程 が 少 な い ほ う が
、 作 業 者 の 負 担 が 減 る と 共 に 作 業 中 の ミ ス も 減 少 す る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 視 鏡 の リ ー ク の 検 出 作 業 は 日 常 的 な メ ン テ ナ ン ス 作 業 の 一 つ で あ る 。 内 視 鏡 の リ ー ク
は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 等 様 々 な 環 境 下 に お け る 内 視 鏡 の 度 重 な る 使 用 に よ り 生 じ る 。 内 視 鏡
の リ ー ク が あ る と 、 上 述 の よ う に 内 視 鏡 の 内 容 物 の 破 損 、 劣 化 等 を 誘 発 す る こ と に な る た
め 、 日 常 的 に そ の 検 出 作 業 が 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 こ の 作 業 も 当 然 簡 単 で あ る ほ う が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ の よ う な 装 置 は 、 内 視 鏡 の リ ー ク を 検 出 す る こ と は 可 能 で あ る も
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の の 、 内 視 鏡 と は 別 個 の 装 置 で あ る た め 、 作 業 者 は 、 そ の 装 置 を 内 視 鏡 に 取 り 付 け た り 、
内 視 鏡 に 応 じ て 測 定 条 件 を 設 定 し た り 等 様 々 な 煩 雑 な 作 業 を 行 わ ね ば な ら な い 。 し た が っ
て 、 よ り 簡 単 に 内 視 鏡 の リ ー ク を 検 出 し た い と い う 要 望 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 煩 雑 な 作 業
を 行 う こ と な く 、 リ ー ク を 検 出 可 能 な 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は 、 温 度 セ ン サ と 湿 度 セ ン サ と を 備 え 、 内 視 鏡 内
部 の 湿 度 を モ ニ タ す る 湿 度 モ ニ タ 手 段 と 、 湿 度 モ ニ タ 手 段 を 機 能 さ せ る 電 源 を 供 給 す る 蓄
電 手 段 と 、 湿 度 モ ニ タ 手 段 の モ ニ タ 結 果 に 応 じ て 異 常 を 通 知 す る 異 常 通 知 手 段 と 、 を 備 え
、 湿 度 モ ニ タ 手 段 は 、 所 定 の 温 度 以 上 に お い て 、 湿 度 が 所 定 の 値 以 上 と な っ た 場 合 に 、 当
該 内 視 鏡 に リ ー ク が あ る も の と 判 定 し 、 異 常 通 知 手 段 に 異 常 を 通 知 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 は 、 外 部 機 器 に よ る 測 定 を 必 要 と す る こ と な く
、 内 視 鏡 に 異 常 （ リ ー ク ） が あ る か ど う か を 判 定 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 に
リ ー ク が あ れ ば 、 オ ー ト ク レ ー ブ の 滅 菌 工 程 時 に 高 温 高 圧 蒸 気 が 内 視 鏡 内 部 に い く ら か 浸
入 す る た め 、 温 度 お よ び 湿 度 を 測 定 す る こ と に よ り 、 高 温 高 圧 蒸 気 の 浸 入 を 検 知 す る こ と
で 内 視 鏡 の リ ー ク を 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 内 視 鏡 は そ の 異 常 を 通 知 す る 手 段
を 備 え る た め 、 作 業 者 は 、 他 の 検 査 装 置 等 を 用 い る こ と な く 、 且 つ 特 別 な 作 業 を 必 要 と す
る こ と な く 、 内 視 鏡 の リ ー ク を 発 見 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 異 常 通 知 手 段 に よ る 通 知 を 解 除 す る リ セ ッ ト 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 異 常 通 知 手 段 は 、 異 常 を 、 当 該 内 視 鏡 の 外 装 部 の 所 定 の 位 置 に 備 え ら れ た 表 示 手
段 の 表 示 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。 そ し て 、 所 定 の 位 置 は 、 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力
さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ と の 接 続 部 分 で あ る コ ネ ク タ 付 近 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 モ ニ タ 手 段 は 、 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ
へ 提 供 さ れ る 当 該 内 視 鏡 固 有 の 情 報 を 管 理 す る 管 理 手 段 が 含 ま れ る チ ッ プ 内 に 含 ま れ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 当 該 内 視 鏡 か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る
電 源 を 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と 、 蓄 電 手 段 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 湿 度 モ ニ タ 手 段
に 供 給 す る 状 態 と を 切 り 替 え る 機 能 を 有 す る 電 源 監 視 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 。 ま た 、 そ の 電 源 監 視 手 段 は 、 プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給
す る 状 態 に お い て 、 当 該 電 源 を 蓄 電 手 段 に 供 給 す る と 共 に 蓄 電 手 段 を 充 電 す る 機 能 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 そ の 電 源 監 視 手 段 は 、 プ ロ セ ッ サ と 当 該 内 視 鏡 が 接 続 さ れ
て い る 場 合 に 、 プ ロ セ ッ サ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 湿 度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と し 、 プ
ロ セ ッ サ と 当 該 内 視 鏡 の 接 続 が 解 除 さ れ て い る 場 合 に 、 蓄 電 手 段 か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 湿
度 モ ニ タ 手 段 に 供 給 す る 状 態 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 上 記 の 構 成 に よ り 、 煩 雑 な 作 業 を 行 う こ と な く 、 リ ー ク を 検 出 可
能 な 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 １ を 示 す 図 で あ る 。 内 視 鏡 １ は 患 者 の 体 腔 内
に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 す る 所 謂 電 子 ス コ ー プ で あ り 、 そ の 使 用 時 に は 、 画 像 処 理 装 置 （
プ ロ セ ッ サ ） に 接 続 さ れ る 。 内 視 鏡 １ は 、 挿 入 部 １ ０ 、 鉗 子 口 ５ ０ 、 操 作 部 ６ ０ 、 接 続 ケ
ー ブ ル ７ ０ 、 コ ネ ク タ ８ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 挿 入 部 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 管 で あ り 、 軟 性 部 ２ ０ と 、 湾 曲 部 ３ ０ と 、 先 端 部 ４
０ と を 有 す る 。 軟 性 部 ２ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る と 共 に 本 体 （ 操 作 部 ６ ０ 等 ） を ね じ っ た と
き に 湾 曲 部 ３ ０ と 先 端 部 ４ ０ と が 追 従 し て 回 る だ け の ね じ れ 方 向 に 対 す る 剛 性 を 兼 ね 備 え
て い る 。 湾 曲 部 ３ ０ は 、 後 述 す る よ う に 術 者 に よ る 操 作 部 ６ ０ の ノ ブ 操 作 に よ り 湾 曲 し 、
先 端 部 ４ ０ を 様 々 な 方 向 へ 向 け る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 挿 入 部 １ ０ は 、 各 種 信 号 ケ ー ブ ル
、 光 源 か ら の 照 明 光 を 伝 送 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド 、 鉗 子 を 挿 通 す る た め の 処 置 具 挿 通 チ
ャ ン ネ ル 等 を そ の 内 部 に 挿 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 端 部 ４ ０ に は 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 が 備 え ら れ て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ は 、 そ の 受 光 面
に お い て 受 光 し た 光 の 強 弱 か ら な る 被 写 体 の 光 学 像 を 信 号 電 荷 に 変 換 し 画 像 信 号 と し て 出
力 す る 。 Ｃ Ｃ Ｄ か ら 出 力 さ れ た 画 像 信 号 は 信 号 線 を 通 っ て コ ネ ク タ ８ ０ へ 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 鉗 子 口 ５ ０ は 、 患 部 の 止 血 や 生 体 組 織 の 採 取 等 の 様 々 な 医 療 処 置 を 行 う た め の 鉗 子 類 を
挿 入 す る 部 位 で あ る 。 術 者 は 、 医 療 行 為 の 内 容 に 応 じ て 様 々 な 鉗 子 を 鉗 子 口 ５ ０ か ら 挿 入
す る 。 鉗 子 口 ５ ０ に 挿 入 さ れ た 鉗 子 は 、 挿 入 部 １ ０ 内 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に よ り 案 内
さ れ 、 先 端 部 ４ ０ の 先 端 か ら 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 部 ６ ０ は 、 湾 曲 部 ３ ０ を 湾 曲 さ せ る た め の 操 作 ノ ブ 、 そ の 他 吸 引 ボ タ ン や 送 気 ・ 送
水 ボ タ ン 等 を 備 え て い る 。 術 者 は 、 操 作 ノ ブ を 操 作 す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ３ ０ を 上 下 左
右 に 湾 曲 さ せ て 観 察 領 域 を 自 在 に 変 更 し た り 、 挿 入 部 １ ０ を 体 腔 内 の 経 路 に 沿 っ て 挿 入 し
や す く し た り す る こ と が で き る 。 ま た 、 操 作 部 ６ ０ は 、 術 者 が 内 視 鏡 １ を 使 用 す る 際 に 、
内 視 鏡 １ を 掴 む 部 分 （ 把 持 部 ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ネ ク タ ８ ０ は 、 内 視 鏡 １ を プ ロ セ ッ サ に 接 続 す る 部 位 で あ る 。 コ ネ ク タ ８ ０ に よ り 、
内 視 鏡 １ は プ ロ セ ッ サ 内 の 画 像 処 理 回 路 と 光 源 に そ れ ぞ れ 電 気 的 或 い は 光 学 的 に 接 続 さ れ
る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 １ か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 は コ ネ ク タ ８ ０ を 介 し て 画 像 処 理 回 路 へ 伝
送 さ れ 、 光 源 （ 不 図 示 ） か ら 照 射 さ れ る 照 明 光 は 、 コ ネ ク タ ８ ０ を 介 し て 内 視 鏡 １ へ 供 給
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 コ ネ ク タ ８ ０ に は 、 図 示 し な い が 、 逆 止 弁 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 逆 止 弁 は 、 前
述 の よ う に 、 内 視 鏡 １ 内 部 の 圧 力 が 内 視 鏡 １ 外 部 と 同 等 な い し は 低 い と き に 閉 じ た 状 態 で
あ り 、 内 視 鏡 １ 内 部 を 密 封 し 、 内 視 鏡 １ 内 部 の 圧 力 が 内 視 鏡 １ 外 部 の 圧 力 よ り も 高 い と き
に 開 い た 状 態 と な り 、 内 視 鏡 １ 内 部 を 内 視 鏡 １ 外 部 に 対 し て 開 放 す る 機 能 を 有 す る 弁 で あ
る 。 こ の 逆 止 弁 を 備 え る こ と に よ り 、 内 視 鏡 １ 内 部 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ る プ レ バ キ ュ
ー ム 工 程 に お い て 滅 菌 室 が 減 圧 さ れ る と 共 に 減 圧 さ れ 、 滅 菌 室 内 と ほ ぼ 同 様 の 圧 力 と な る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 コ ネ ク タ ８ ０ に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 表 示 手 段 １ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 表 示 手 段 １
１ ０ は 、 後 述 す る よ う に 、 内 視 鏡 １ 内 部 に オ ー ト ク レ ー ブ の 高 温 高 圧 蒸 気 が 浸 入 し 、 内 視
鏡 １ の 内 部 が 所 定 の 湿 度 以 上 と な っ た と き に 点 灯 す る 。 す な わ ち 、 表 示 手 段 １ １ ０ の 点 灯
は リ ー ク に よ る 異 常 を 示 す も の で あ る 。 作 業 者 は 、 こ の 表 示 手 段 １ １ ０ を 見 る こ と に よ り
一 目 で 、 異 常 か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。 な お 、 表 示 手 段 １ １ ０ の 配 置 は 、 図 の 位 置
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 コ ネ ク タ ８ ０ で は な く 操 作 部 ６ ０ に 備 え ら れ て い て も
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よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 光 源 か ら 出 力 さ れ た 照 明 光 は 、 コ ネ ク タ ８ ０ 、 接 続 ケ ー ブ ル ７ ０ 、 操 作 部 ６ ０ 、 挿 入 部
１ ０ 等 の 内 部 に 沿 っ て 配 設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て 先 端 部 ４ ０ へ 伝 送 さ れ 、 先 端 部 ４
０ の 先 端 面 か ら 射 出 さ れ る 。 射 出 さ れ た 照 明 光 は 患 部 を 照 射 す る 。 Ｃ Ｃ Ｄ は 、 そ の 照 明 光
に よ る 反 射 光 を 受 光 す る こ と に よ り 撮 像 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ る 滅 菌 工 程 に よ る 高 温 高 圧 蒸 気 の 浸 入 を 検
出 す る た め の 検 出 ユ ニ ッ ト を 内 視 鏡 １ の 内 部 に 備 え る 。 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 コ ネ ク
タ ８ ０ の 内 部 に 備 え ら れ る 。 な お 、 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 コ ネ ク タ ８ ０ の 内 部 で は な く 、 例 え
ば 、 操 作 部 ６ ０ の 内 部 に 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ は 、 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 温 度 セ
ン サ １ ０ １ 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ 、 マ イ コ ン １
０ ５ 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ 、 電 源 監 視 部 １ ０ ７ 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ （ 蓄 電 手 段 ） 、 リ セ
ッ ト 手 段 １ ０ ９ 、 表 示 手 段 １ １ ０ を 有 す る 。 な お 、 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ に お い て 、 Ａ ／ Ｄ
変 換 部 １ ０ ３ お よ び １ ０ ４ 、 マ イ コ ン １ ０ ５ 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ 、 電 源 監 視 部 １ ０
７ 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ （ 以 下 、 そ れ ら を ま と め て 「 本 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ 」 と す る ） は 一 箇 所 に
集 中 し て 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い が 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ 、 リ セ
ッ ト 手 段 １ ０ ９ 、 表 示 手 段 １ １ ０ は 本 ユ ニ ッ ト １ ２ ０ か ら 離 れ て 配 置 さ れ て い て も 良 い 。
そ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 例 え ば 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ や 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ の 配 置 の 自
由 度 が 増 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 温 度 セ ン サ １ ０ １ は 、 例 え ば 、 ト ラ ン ジ ス タ や ダ イ オ ー ド 等 の 温 度 特 性 を 利 用 し た Ｉ Ｃ
タ イ プ の 温 度 セ ン サ が 使 用 さ れ る 。 Ｉ Ｃ タ イ プ の 温 度 セ ン サ は 出 力 に 対 す る 温 度 特 性 が リ
ニ ア で あ る も の が 多 い た め 測 定 精 度 を 高 く す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 温 度 セ ン サ の 出 力
電 圧 と 温 度 と の テ ー ブ ル を 作 成 す る 際 、 リ ニ ア で あ れ ば 、 出 力 電 圧 と 温 度 と の 関 連 付 け が
容 易 と な る た め 測 定 精 度 が 向 上 す る 。 し か し 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ は 、 必 ず し も Ｉ Ｃ タ イ プ
に 限 定 さ れ る 必 要 は な く 、 例 え ば サ ー ミ ス タ 等 で あ っ て も よ い 。 一 方 、 熱 伝 対 等 の 温 度 差
を 検 出 す る タ イ プ の 温 度 セ ン サ は 使 用 し な い 。 そ れ は 、 熱 伝 対 の 場 合 、 そ の 両 端 に 温 度 差
を 発 生 さ せ る 必 要 が あ る た め 、 オ ー ト ク レ ー ブ 時 に 均 一 な 温 度 と な る 内 視 鏡 １ の 内 部 で の
使 用 は 困 難 だ か ら で あ る 。 温 度 セ ン サ １ ０ １ か ら の ア ナ ロ グ 出 力 信 号 （ 電 圧 値 又 は 電 流 値
） は 、 接 続 線 を 介 し て Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ に 入 力 さ れ る 。 ま た 、 図 示 し な い が 、 温 度 セ ン
サ １ ０ １ が Ｉ Ｃ タ イ プ で あ る 場 合 は 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ か ら 電 源 供 給 を 受 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ は 、 オ ー ト ク レ ー ブ の 滅 菌 工 程 の 上 限 温 度 で あ る １ ４ ０ ℃ 程 度 に 耐 え
う る も の が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 MgCr 2 O4-TiO 2 系 や TiO 2 -V 2 O 5 系 の セ ラ ミ ッ ク 湿 度 セ ン サ
を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 MgCr 2 O4-TiO 2 系 は 、 動 作 湿 度 範 囲 １ ～ １ ０ ０ ％ Ｒ Ｈ 、 温 度 範
囲 １ ～ １ ５ ０ ℃ 程 度 で あ る 。 TiO 2 -V 2 O 5 系 は 、 動 作 湿 度 範 囲 １ ５ ～ １ ０ ０ ％ Ｒ Ｈ 、 温 度 範
囲 ０ ～ １ ５ ０ ℃ 程 度 で あ る 。 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ は 、 温 度 お よ び 湿 度 に 対 す る イ ン ピ ー ダ ン
ス 特 性 を 測 定 す る こ と に よ り 、 湿 度 を モ ニ タ す る こ と が で き る 。 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ に は 交
流 電 圧 が 印 加 さ れ る （ 例 え ば 、 １ Ｖ 、 １ ｋ Ｈ ｚ の 交 流 電 圧 。 そ れ ら の 値 に 限 定 す る も の で
は な い が 、 電 圧 、 周 波 数 は 固 定 で あ る も の と す る ） 。 そ の 交 流 電 圧 は 例 え ば 、 マ イ コ ン １
０ ５ の 所 定 の 回 路 に お い て 生 成 さ れ 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 。 湿 度 セ ン サ １ ０ ２
は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の 値 を 示 す ア ナ ロ グ 信 号 を 出 力 す る 回 路 を 備 え る 。 そ の 出 力 信 号 は Ａ
／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ に 入 力 さ れ 、 デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ た 後 、 マ イ コ ン １ ０ ５ に 入 力 さ れ
る 。 ま た 、 図 示 し な い が 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ に 備 え ら れ た 回 路 を 駆 動 す る た め の 電 源 は バ
ッ テ リ １ ０ ８ に よ り 供 給 さ れ る 。 な お 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ の 構 成 は 上 述 の も の に 限 定 さ れ
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ず 、 例 え ば 、 セ ラ ミ ッ ク 素 子 の み で あ り 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の 算 出 は マ イ コ ン 回 路 １ ０ ５ 内
に お い て 行 わ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ は 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ お よ び 湿 度 セ ン サ
１ ０ ２ か ら の ア ナ ロ グ 出 力 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 温 度 セ
ン サ １ ０ １ か ら の ア ナ ロ グ 出 力 信 号 が 電 圧 値 を 示 す 場 合 （ 以 下 、 電 圧 値 と し て 説 明 す る が
電 流 値 で あ っ て も よ い ） 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ は 、 所 定 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト お よ び 所 定
の ビ ッ ト 数 で 量 子 化 を 行 い 、 電 圧 値 を nビ ッ ト の 整 数 で 表 現 し た デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る
。 そ の 後 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル 信 号 は マ イ コ ン １ ０ ５ へ 入 力 さ れ
る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ は 、 図 示 し な い が 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ か ら 電 源 供 給 を 受 け る 。 な お
、 後 述 す る よ う に Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ で は 高 い サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 要 求 さ れ な い （ 例 え
ば １ Ｈ ｚ 以 下 で も よ い ） 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ も Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ と 同 様 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ か ら の デ ジ タ ル 信 号
を 受 信 し 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ に よ る 検 知 温 度 を 示 す 電 圧 値 Ｖ Ｔ と 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ に よ
る 検 知 イ ン ピ ー ダ ン ス を 示 す 電 圧 値 Ｖ Ｉ ｍ と を モ ニ タ す る 機 能 を 有 す る 。 マ イ コ ン １ ０ ５
に は 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ の 温 度 特 性 に 基 づ い た 電 圧 値 Ｖ Ｔ と 温 度 デ ー タ Ｔ と を 関 連 付 け る
温 度 テ ー ブ ル と 、 お よ び 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ の イ ン ピ ー ダ ン ス － 温 度 特 性 に 基 づ き イ ン ピ ー
ダ ン ス の 電 圧 値 Ｖ Ｉ ｍ と 温 度 の 電 圧 値 Ｖ Ｔ と か ら 湿 度 デ ー タ Ｍ を 決 定 可 能 な 湿 度 テ ー ブ ル
と が 備 え ら れ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ お よ び 湿 度
セ ン サ １ ０ ２ の 測 定 結 果 か ら 温 度 Ｔ と 湿 度 Ｍ を 求 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 温 度 セ ン サ
１ ０ １ に よ り 検 出 さ れ る 温 度 Ｔ が 例 え ば １ １ ０ ℃ 以 上 で あ り 、 且 つ 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ に よ
り 検 出 さ れ る 湿 度 Ｍ が 例 え ば ９ ０ ％ Ｒ Ｈ 以 上 で あ る 場 合 に 、 オ ー ト ク レ ー ブ 時 に 内 視 鏡 １
内 部 に 高 温 高 圧 蒸 気 が 浸 入 し た も の と 判 断 す る （ す な わ ち 、 リ ー ク が あ る と 判 断 す る ） 。
そ の 判 断 に お い て 、 １ １ ０ ℃ 以 上 を 条 件 と し て い る 理 由 は 、 例 え ば 、 １ １ ０ ℃ 以 下 の 場 合
で あ っ て も 、 湿 度 の 高 い 日 （ 或 い は 湿 度 の 高 い 環 境 ） で は 、 室 温 程 度 で ９ ０ ％ Ｒ Ｈ を 超 え
て し ま う 場 合 も 有 り 得 る た め 、 そ の よ う な 場 合 も 含 む も の と す れ ば 、 高 温 高 圧 蒸 気 が 浸 入
さ れ た か ど う か を 正 確 に 判 断 す る こ と が で き な く な る こ と に 鑑 み た も の で あ る 。 な お 、 上
述 の 説 明 で は 、 温 度 Ｔ の 判 断 基 準 を １ １ ０ ℃ 、 湿 度 Ｍ の 判 断 基 準 を ９ ０ ％ Ｒ Ｈ と し た が 、
そ れ ら の 値 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 状 況 に 応 じ て 適 宜 設 定 ・ 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 具 体 的 に は 、 温 度 テ ー ブ ル に お い て 温 度 Ｔ ＝ １ １ ０ ℃ に 対 応 す る 電
圧 値 が Ｖ Ｔ １ で あ る と す る と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ か ら 入 力 さ れ た 電 圧 値 が Ｖ Ｔ １ 以 上 と
な る か ど う か を 判 定 す る 。 電 圧 値 Ｖ Ｔ が Ｖ Ｔ １ 以 上 で あ れ ば そ の 電 圧 値 を Ｖ Ｔ ２ （ Ｖ Ｔ １

を 含 む ） と し 、 湿 度 テ ー ブ ル か ら 、 湿 度 ９ ０ ％ Ｒ Ｈ に お い て 電 圧 値 Ｖ Ｔ ２ に 対 応 す る イ ン
ピ ー ダ ン ス を 示 す 電 圧 値 Ｖ Ｉ ｍ ２ を 抽 出 す る 。 そ の 電 圧 値 Ｖ Ｉ ｍ ２ が 、 Ｖ Ｉ ｍ の 上 限 値 と
な る 。 す な わ ち 、 マ イ コ ン １ ０ ５ に お い て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ か ら 入 力 さ れ た 電 圧 値 が
Ｖ Ｉ ｍ ２ 以 下 で あ れ ば 湿 度 Ｍ が ９ ０ ％ Ｒ Ｈ 以 上 で あ る と 判 断 さ れ 、 電 圧 値 が Ｖ Ｉ ｍ ２ よ り
も 大 き け れ ば 湿 度 Ｍ が ９ ０ ％ 未 満 で あ る と 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ か ら 出 力 さ れ Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ を 経 て 入
力 さ れ た 電 圧 値 が Ｖ Ｔ １ 以 上 で あ り 、 且 つ 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ か ら 出 力 さ れ Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １
０ ４ を 経 て 入 力 さ れ た 電 圧 値 が Ｖ Ｉ ｍ ２ 以 下 で あ れ ば 、 エ ラ ー 信 号 を 出 力 す る 機 能 を 有 す
る 。 マ イ コ ン １ ０ ５ に よ り 出 力 さ れ る エ ラ ー 信 号 は 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ に よ り エ ラ
ー 情 報 と し て 保 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ は 、 例 え ば 、 １ ビ ッ ト を 保
持 可 能 な ラ ッ チ 回 路 で あ る 。 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ に 保 持 さ れ た エ ラ ー 情 報 は 、 リ セ ッ
ト 操 作 が な さ れ る ま で 解 除 さ れ な い 。 リ セ ッ ト 操 作 は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 等 か ら な る リ セ
ッ ト 手 段 １ ０ ９ を 用 い て 作 業 者 の 操 作 に よ り 行 わ れ る 。 リ セ ッ ト 手 段 １ ０ ９ に よ り リ セ ッ
ト 信 号 （ 例 え ば グ ラ ン ド ） が 、 マ イ コ ン １ ０ ５ の 所 定 の 端 子 に 入 力 さ れ る と 、 エ ラ ー 情 報
保 持 部 １ ０ ６ に 保 持 さ れ て い る エ ラ ー 情 報 は 消 去 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 表 示 手 段 １ １ ０ は 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ に エ ラ ー 情 報 が 保 持 さ れ て い る 状 態 で 点 灯
し た 状 態 と な る 。 表 示 手 段 １ １ ０ は 、 上 述 の よ う に コ ネ ク タ ８ ０ 等 に 備 え ら れ て い る た め
、 こ の 表 示 手 段 １ １ ０ の 点 灯 に よ り 作 業 者 は 異 常 が あ る 旨 、 す な わ ち 、 内 視 鏡 １ 内 部 に 高
温 高 圧 蒸 気 が 侵 入 し た こ と （ リ ー ク し て い る こ と ） を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ に よ る 、 温 度 お よ び 湿 度 の 判 定 方 法 は 、 一 例 で あ っ て
そ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 入 力 さ れ た 各 デ ジ タ ル 信
号 を 、 対 応 す る 各 テ ー ブ ル に よ り 温 度 デ ー タ お よ び 湿 度 デ ー タ に 変 換 し 、 そ の 後 温 度 デ ー
タ が １ １ ０ ℃ 以 上 を 示 す か ど う か お よ び 湿 度 デ ー タ が ９ ０ ℃ 以 上 を 示 す か ど う か を 判 定 す
る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ で は 、 高 い サ ン プ リ ン グ レ ー ト が
要 求 さ れ な い も の と 説 明 し た 。 そ の 理 由 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ る 滅 菌 工 程 に お い て 温 度
が １ １ ０ ℃ 以 上 と な る 時 間 は 数 分 か ら 数 十 分 （ 或 い は 数 時 間 ） 程 度 で あ る こ と に 起 因 す る
。 そ の 時 間 内 に 少 な く と も 一 回 マ イ コ ン １ ０ ５ に よ り 温 度 お よ び 湿 度 が 判 定 さ れ れ ば 、 オ
ー ト ク レ ー ブ の 滅 菌 工 程 時 に リ ー ク が あ っ た か ど う か が わ か る 。 よ っ て 、 温 度 お よ び 湿 度
を 判 定 す る 周 期 が 例 え ば 数 秒 か ら 数 十 秒 程 度 で あ っ た と し て も 十 分 に カ ウ ン ト 可 能 で あ る
。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 １ ０ ３ お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 器 １ ０ ４ に お い て 高 周
波 を 使 う 必 要 が な く 、 ノ イ ズ 対 策 の 面 で も 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ に お い て 、 湿 度 の モ ニ タ だ け で は な く 温 度 も モ ニ タ し て い る 理 由
は 、 上 述 し た よ う に オ ー ト ク レ ー ブ 時 と 通 常 時 （ オ ー ト ク レ ー ブ 時 以 外 の 状 態 ） と を 区 別
す る た め で あ る 。 す な わ ち 、 例 え ば 、 病 院 の 処 置 室 内 に 保 存 し て い る 状 態 で あ っ て も 、 常
温 時 の 室 内 の 湿 度 が 高 く な る 場 合 も あ り う る 。 内 視 鏡 は 前 述 の よ う に 逆 止 弁 を 備 え て い る
が 、 室 内 等 の 大 気 圧 下 に お い て は 、 室 内 の 空 気 が 内 部 に 入 り こ み 得 る 。 ま た 、 オ ー ト ク レ
ー ブ 終 了 後 に 減 圧 状 態 に あ る 内 視 鏡 １ 内 部 を 外 部 に 開 放 す る 作 業 を 行 う 必 要 も あ る た め 、
そ の 内 部 に 空 気 が 入 り 込 む 。 し た が っ て 、 高 温 高 圧 蒸 気 以 外 の 空 気 等 に よ り 湿 度 が ９ ０ ％
以 上 と な る こ と も あ り う る 。 そ の た め 、 オ ー ト ク レ ー ブ 時 に 高 温 高 圧 蒸 気 の み を 検 出 す べ
く 、 温 度 も モ ニ タ し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ は 、 マ イ コ ン １
０ ５ と は 別 に 備 え ら れ る 構 成 で あ っ た が 、 そ れ ら は マ イ コ ン １ ０ ５ 内 に 備 え ら れ る 構 成 で
あ っ て も よ い 。 ま た 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ も 、 マ イ コ ン １ ０ ５ 内 に 備 え ら れ る 構 成 で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 プ ロ セ ッ サ （ 不 図 示 ） と 通 信 す る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス 機
能 を 備 え る 。 つ ま り 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は プ ロ セ ッ サ と の 間 で デ ー タ の 送 受 信 が 可 能 で あ る
。 な お 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 一 部 品 で あ る が 、
同 時 に 、 内 視 鏡 １ の 装 置 Ｉ Ｄ や プ ロ セ ッ サ に お け る 画 像 処 理 時 に 必 要 な パ ラ メ ー タ 等 、 内
視 鏡 １ の 固 有 情 報 を 管 理 す る 機 能 を も 併 せ 持 つ 。 そ れ ら 内 視 鏡 １ の 固 有 情 報 は 通 信 に よ り
プ ロ セ ッ サ に 供 給 さ れ る 。 従 来 か ら 、 固 有 情 報 を 管 理 ・ 送 信 等 す る た め に マ イ コ ン を 用 い
る 内 視 鏡 は 存 在 し て い た 。 本 発 明 は 、 そ の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 が 備 え る マ イ コ ン に 対 し 機
能 を 一 部 追 加 す る と と も に 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ や そ の 他 バ ッ テ リ １ ０
８ 等 の 周 辺 部 材 を 追 加 し た 構 成 で あ る 。 し た が っ て 、 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 そ の 構 成 部
材 を 全 て 新 た に 内 視 鏡 に 追 加 せ ず と も 、 従 来 か ら 内 視 鏡 に 備 え ら れ て い る 構 成 を 利 用 し て
実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 源 監 視 部 １ ０ ７ は 、 内 視 鏡 １ に 備 え ら れ た 電 源 回 路 （ 不 図 示 ） か ら の メ イ ン 電 源 が 供
給 さ れ て い る 状 態 （ 例 え ば 、 内 視 鏡 １ と プ ロ セ ッ サ の 接 続 時 ） で は 、 メ イ ン 電 源 を マ イ コ
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ン １ ０ ５ へ 供 給 す る 。 メ イ ン 電 源 が 供 給 さ れ て い な い 状 態 （ 例 え ば 、 内 視 鏡 １ が プ ロ セ ッ
サ か ら 接 続 解 除 さ れ て い る 状 態 ） で は 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ を 電 源 と し て マ イ コ ン １ ０ ５ 等 へ
供 給 す る よ う 切 り 替 え る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 電 源 監 視 部 １ ０ ７ は 、 メ イ ン 電 源 が 供 給 さ
れ て い る 状 態 で は 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ を 充 電 す る 機 能 も 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り
、 内 視 鏡 １ に 備 え ら れ る 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 電 池 交 換 作 業 等 の 煩 雑 な 作 業 を す る 必 要
が な く 、 温 度 や 湿 度 を モ ニ タ す る こ と が で き る 。 な お 、 バ ッ テ リ １ ０ ８ は 、 キ ャ パ シ タ 等
の 他 の 蓄 電 手 段 に 置 き 換 え ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 プ ロ セ ッ サ は 、 プ ロ セ ッ サ と 内 視 鏡 １ が 接 続 さ れ た 状 態 に お い て 、 内 視 鏡 １ か ら の 画 像
信 号 を 受 信 す る 機 能 や 、 マ イ コ ン １ ０ ５ と 通 信 を 行 う 機 能 等 を 有 す る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ
は 、 モ ニ タ 等 の 外 部 表 示 装 置 に 対 し て 内 視 鏡 １ が 撮 像 し た 映 像 を 表 示 さ せ る 機 能 を 有 す る
。 ま た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ が エ ラ ー 信 号 を 出 力 し た 際 、 そ の エ ラ ー 情 報 が エ ラ ー 情 報 保 持 部
１ ０ ６ に 保 持 さ れ る と 共 に 、 表 示 手 段 １ １ ０ が 点 灯 す る も の と 説 明 し た が 、 例 え ば 、 マ イ
コ ン １ ０ ５ は 、 エ ラ ー 情 報 保 持 部 １ ０ ６ に 保 持 さ れ て い る エ ラ ー 情 報 を プ ロ セ ッ サ に 出 力
す る 構 成 と し て も よ い 。 そ の 場 合 、 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た モ ニ タ 等 に よ り そ の エ ラ ー 情
報 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 、 マ イ コ ン １ ０ ５ に お い て 実 行 さ れ る 処 理 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 以 下 の 処 理 に お い て 、 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ に な る と は 電 源 監 視 部 １
０ ７ へ メ イ ン 電 源 が 供 給 さ れ て い た 状 態 か ら 供 給 さ れ な く な っ た 状 態 に 切 り 替 え ら れ る こ
と を 示 す も の で あ り 、 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｎ に な る と は 電 源 監 視 部 １ ０ ７ へ メ イ ン 電 源 が 供 給
さ れ て い な い 状 態 か ら 供 給 さ れ る 状 態 に 切 り 替 え ら れ る こ と を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で は 、 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ に な っ た か ど う か が 判 定 さ れ る 。 す な わ ち
、 電 源 監 視 部 １ ０ ７ に お い て 、 マ イ コ ン １ ０ ５ へ の 電 源 供 給 が メ イ ン 電 源 か ら バ ッ テ リ １
０ ８ へ 切 り 替 え ら れ た か ど う か が 判 定 さ れ る 。 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ と な ら な け れ ば （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ １ ： Ｎ Ｏ ） 、 本 処 理 は 待 機 状 態 と な る 。 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ と な れ ば （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ １ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で は 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ か ら Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ３ を 経 て 入 力 さ れ る デ
ジ タ ル 信 号 が 示 す 温 度 Ｔ （ 電 圧 値 Ｖ Ｔ ） を モ ニ タ す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ で は 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ２ で モ ニ タ さ れ た 温 度 Ｔ が １ １ ０ ℃ 以 上 （ 電 圧 値 Ｖ Ｔ １ 以 上 ） で あ る か 否 か が 判 定
さ れ る 。 １ １ ０ ℃ 未 満 で あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ へ 進 む 。
１ １ ０ ℃ 以 上 で あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で は 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２ か ら Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ０ ４ を 経 て 入 力 さ れ る デ
ジ タ ル 信 号 を モ ニ タ す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で モ ニ タ さ れ た デ ジ
タ ル 信 号 か ら 湿 度 が ９ ０ ％ Ｒ Ｈ 以 上 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 ９ ０ ％ Ｒ Ｈ 未 満 で あ れ ば
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ へ 進 む 。 ９ ０ ％ 以 上 で あ れ ば （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ５ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で は 、 メ イ ン 電 源 が Ｏ Ｎ に な っ て い る か 否 か が 判 定 さ れ る 。 メ イ ン 電
源 が Ｏ Ｎ に な っ て い な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ： Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ へ 戻 る 。 メ
イ ン 電 源 が Ｏ Ｎ に な っ て い れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ： Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 本 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ で は 、 エ ラ ー 信 号 を 出 力 す る 。 そ の 後 、 本 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 処 理 に よ れ ば 、 内 視 鏡 １ が プ ロ セ ッ サ と の 接 続 が 解 除 さ れ て い る 状 態 に お い て 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ２ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ の 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 温 度 お よ び 湿 度 が 判 定 さ れ
る と 共 に 、 温 度 １ １ ０ ℃ 以 上 且 つ 湿 度 ９ ０ ％ Ｒ Ｈ 以 上 と な っ た 場 合 に の み 、 エ ラ ー 信 号 が
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出 力 さ れ 、 表 示 手 段 １ １ ０ の 点 灯 （ エ ラ ー 表 示 ） が 行 わ れ る 。 一 度 な さ れ た エ ラ ー 表 示 は
、 例 え ば 、 作 業 者 が 所 定 の 操 作 を 行 う ま で は 解 除 さ れ な い 。 そ の 所 定 の 操 作 は 、 例 え ば 、
修 理 メ ン テ ナ ン ス 時 に 行 わ れ る 。 な お 、 上 述 の よ う に 、 温 度 お よ び 湿 度 の 判 定 基 準 は 、 １
１ ０ ℃ お よ び ９ ０ ％ Ｒ Ｈ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 オ ー ト ク レ ー ブ の 処 理 条 件 等 に 応 じ
て 任 意 の 値 に 設 定 ・ 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に リ ー ク が あ る か ど う か を 容 易 に 判 定 可 能 な 手 段 を 提 供 す る も の で あ
る 。 内 視 鏡 に リ ー ク が あ れ ば 、 オ ー ト ク レ ー ブ の 滅 菌 工 程 時 に 高 温 高 圧 蒸 気 が い く ら か 浸
入 す る こ と と な る 。 本 発 明 は 、 内 視 鏡 内 部 に 高 温 高 圧 蒸 気 が 浸 入 し た こ と を 、 間 接 的 に 、
温 度 お よ び 湿 度 に よ り 判 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 内 視 鏡 は Ｌ Ｅ Ｄ 等 に よ り エ ラ ー
表 示 を 行 い 異 常 を 通 知 す る こ と が で き る た め 、 作 業 者 は 、 他 の 検 査 装 置 等 を 用 い る こ と な
く 、 且 つ 特 別 な 作 業 を 必 要 と す る こ と な く 、 内 視 鏡 の リ ー ク を 発 見 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 温 度 セ ン サ を 用 い る こ と に よ り 、 確 実 に オ ー ト ク レ ー ブ の 高 温 高 圧 蒸 気 下 に お け
る 内 視 鏡 内 部 の 湿 度 を モ ニ タ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 異 常 は 内 視 鏡 に 備 え ら れ た Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯 等 に よ り 通 知 さ れ る が 、 そ の 通 知 は 内 視
鏡 の メ ン テ ナ ン ス を す る 作 業 者 等 が 所 定 の 操 作 を 行 う ま で リ セ ッ ト さ れ な い た め 、 本 発 明
は そ の 異 常 の あ る 内 視 鏡 が 誤 っ て 患 者 に 使 用 さ れ る こ と を 防 止 す る 効 果 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 マ イ コ ン １ ０ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 検 出 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 一 部 品 （ チ ッ プ ）
で あ る が 、 同 時 に 、 内 視 鏡 １ の 固 有 情 報 を 管 理 す る 機 能 を も 併 せ 持 つ 。 そ の よ う な マ イ コ
ン 自 体 は 従 来 の 内 視 鏡 に お い て も 備 え ら れ て い た 。 本 発 明 で は 、 従 来 の 内 視 鏡 が 備 え る そ
の よ う な マ イ コ ン に 機 能 を 一 部 追 加 す る と と も に 、 温 度 セ ン サ １ ０ １ 、 湿 度 セ ン サ １ ０ ２
や そ の 他 バ ッ テ リ １ ０ ８ 等 の 周 辺 部 材 を 追 加 し た の み の 構 成 で あ る 。 し た が っ て 、 検 出 ユ
ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 そ の 構 成 部 材 を 全 て 新 た に 内 視 鏡 に 追 加 せ ず と も 、 従 来 か ら 内 視 鏡 に 備
え ら れ て い る 構 成 を 利 用 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 簡 単 な 構 成 に よ
り リ ー ク を 検 出 す る 機 構 を 備 え 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 検 出 ユ ニ ッ ト の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 マ イ コ ン の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 １ 　 内 視 鏡
　 　 １ ０ 　 挿 入 部
　 　 ４ ０ 　 先 端 部
　 　 ５ ０ 　 鉗 子 口
　 　 ６ ０ 　 操 作 部
　 　 ８ ０ 　 コ ネ ク タ
　 　 １ ０ ０ 　 検 出 ユ ニ ッ ト
　 　 １ ０ １ 　 温 度 セ ン サ
　 　 １ ０ ２ 　 湿 度 セ ン サ
　 　 １ ０ ３ ， １ ０ ４ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 部
　 　 １ ０ ５ 　 マ イ コ ン
　 　 １ ０ ６ 　 エ ラ ー 情 報 保 持 部
　 　 １ ０ ７ 　 電 源 監 視 部
　 　 １ ０ ８ 　 バ ッ テ リ
　 　 １ ０ ９ 　 リ セ ッ ト 手 段
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　 　 １ １ ０ 　 表 示 手 段
　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(12) JP 2007-244794 A 2007.9.27



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JP2007244794A 公开(公告)日 2007-09-27

申请号 JP2006076058 申请日 2006-03-20

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 伊東哲弘

发明人 伊東 哲弘

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/24 A61L2/06

FI分类号 A61B1/00.300.D A61B1/00.300.A G02B23/24.A G02B23/24.B A61L2/06.B A61B1/00.550 A61B1/00.
630 A61B1/00.710 A61B1/12 A61L2/07

F-TERM分类号 2H040/BA23 2H040/BA24 2H040/DA21 2H040/DA51 2H040/EA01 2H040/GA02 4C058/AA15 4C058
/BB05 4C058/DD02 4C058/DD14 4C061/AA00 4C061/BB00 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/HH51 
4C061/JJ13 4C061/JJ17 4C061/JJ18 4C061/LL02 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC06 4C161
/DD03 4C161/HH51 4C161/JJ13 4C161/JJ17 4C161/JJ18 4C161/LL02

其他公开文献 JP4762015B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在不执行复杂工作的情况下检测泄漏的内
窥镜。 解决方案：湿度监视装置，包括温度传感器和用于监视内窥镜内
部的湿度的湿度传感器，用于供电以操作湿度监视装置的电力存储装置
以及根据监视结果对湿度监视装置进行监视的结果。 设置有用于通知异
常的异常通知单元，并且当湿度在预定温度或更高温度下等于或高于预
定值时，湿度监视单元确定内窥镜中存在泄漏，并通知异常。 本发明提
供一种内窥镜，其特征在于，使异常发生的手段进行通知。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e4524ecf-dc96-432a-b293-fbde586ab23b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038589688/publication/JP2007244794A?q=JP2007244794A

